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新・水戸市民会館計画の白紙撤回を求める市民の会（仮称）・準備会

の白紙撤回を求めます「計画」
億円以上の税金投入はやめて300

市民会館は、コンパクト・適正な価格で、使いやすいものに
100億円以下で充分に建築可能です

今
な
ら
間
に
あ
う

　

水
戸
市
は
、
新
し
い
市
民
会
館
を
泉
町
一
丁
目
に
建
設
し

よ
う
と
し
て
お
り
、
総
事
業
費
は
、
な
ん
と
三
〇
〇
億
円
以

上
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
水
戸
市
長
の
独
断
で
提
案
さ

れ
て
、「
都
市
計
画
」
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
〇
名
の
大
ホ
ー
ル
や
五
〇
〇
名
の
多
機
能
ホ
ー
ル

な
ど
、
全
体
で
三
七
〇
〇
名
収
容
の
大
規
模
な
計
画
で
す
。

と
て
も
、
市
民
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
な
施
設
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

全
国
的
に
大
き
す
ぎ
る
公
共
施
設
の
赤
字
が
問
題
に
な
っ

て
お
り
、建
築
後
の
毎
年
の
運
営
費
の
増
加
を
含
め
て
、後
々

ま
で
大
変
重
い
財
政
負
担
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　

規
模
が
過
大
な
一
方
で
、
専
用
駐
車
場
は
三
〇
〇
台
だ
け

で
、
い
ま
だ
に
そ
の
位
置
も
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
利
用
者

は
駐
車
場
を
探
し
て
、
右
往
左
往
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

水
戸
市
は
旧
京
成
デ
パ
ー
ト
や
民
間
商
店
、
病
院
な
ど
を

撤
去
す
る
「
市
街
地
再
開
発
事
業
」
で
実
施
す
る
と
し
て
い

ま
す
。
再
開
発
の
事
業
費
だ
け
で
一
〇
三
億
円
で
す
。
再
開

発
に
強
く
反
対
し
て
い
る
地
権
者
も
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

都
市
計
画
決
定
を
進
め
る
の
は
、
住
民
無
視
で
す
。　

　

い
ま
、
高
い
国
保
税
や
介
護
保
険
料
の
値
上
げ
、
低
賃
金
、

年
金
の
切
り
下
げ
な
ど
、
市
民
の
生
活
は
苦
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
は
反
対
で
す
が
、
消
費
税
も
一
〇
％
へ
増
税

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
莫
大
な
税
金

を
つ
ぎ
こ
む
こ
と
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
今
な
ら
間
に

あ
い
ま
す
。
計
画
を
白
紙
撤
回

し
た
う
え
で
、
根
本
的
に
見
直

す
こ
と
を
求
め
ま
す
。

専
用
駐
車
場
は
三
〇
〇
台
、
位
置
は
未
定

旧
京
成
跡
地
に
、
三
七
〇
〇
名
収
容
の
大
規
模
施
設

再
開
発
事
業
で
実
施
、
反
対
の
地
権
者
も

将
来
に
大
き
な
借
金
を
残
す
こ
と
に

計
画
を
白
紙
に
も
ど
す
た
め
、
住
民
投
票
を
求
め
ま
す

　新しい
　市民会館

ゆうちょ銀行【店番】０６８　【普通預金】４９６２３７５
【口座名義】水戸市民会館計画・市民の会
（ゆうちょ銀行からＡＴＭ送金の場合、手数料は無料です）

募金の
ご協力のお願い


